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かみいいの認定こども園 

TEL：452-5001 

 

 

まだまだ寒い日が続いていますが、春の訪れを少しずつ感じます。雪の少ない 1月でしたが、子ど

もたちは雪が降るのを楽しみにしていました。園庭で雪だるまを作ったり築山からそり滑りをしたり、

やりたいことがいっぱいの子どもたち。雪遊びの日には、「つめたい！」「こおってるかな」「とけち

ゃった～」と、この季節ならではの発見に目をキラキラさせ、雪の感触やその性質に気づいていまし

た。 

室内遊びではお家から持ってきた素材を使って製作遊びをしました。ロボット作りやお面作り、た

こ焼き屋さんごっこなど、思い思いの製作を楽しんでいましたよ。黒いペットボトルキャップで黒豆

を作ったり、プチプチ素材を雪に見立てたり、子どもたちの奇想天外な発想には驚かされます。 

2月の節分行事では、子どもたちやご家族みんなの健康を願い、みんなで豆まきをします。節分に

向けて園内の壁面装飾にも鬼が登場し、「おにはそと、ふくわうち」の元気な声が響いていますよ。 

感染症の流行しやすい季節、体調管理を万全にしてみんなで元気に過ごしたいと思います。 

 

 

 

 

 

日（曜日） 行事など 内 容 

3 日（月） 節分の集い 
豆まきをしてみんなの中にいる○○鬼を退治します。 

どんな鬼をやっつけたいかな？ 

5 日（水） 
交通指導 歩行中の安全確認の仕方を学びます。 

避難訓練 地震を想定した避難訓練を行います。 

14 日（金） お誕生会 2月生まれのお友だちをみんなでお祝いします。 

18 日（火） 
英語教室 

（ゆり組・さくら組） 
ECCより講師の先生をお招きして、楽しく英語を学びます。 

21 日（金） 
卒園記念写真撮影 

（さくら組） 

13：30～遊戯室で集合写真を撮影します。 

白い靴下と園児服を着用します。必ずお持ちください。 

鏡開き・新年お楽しみ会がありました 

 
1/10（金）に鏡開き・新年お楽しみ会がありました。

鏡餅やお飾りの名前・由来のお話を聞いた後、みん

なの 1年の健康を願って鏡開きをしました。お楽し

み会では「かるた遊び」「おせちづくりレース」「鏡餅

運びゲーム」「へびさんごちそうレース」「羽根つき

レース」をして楽しみました。頑張っているお友だ

ちを見て自然と「がんばれ～」の声援が起こる姿、と

ても素敵でしたよ。 

3 月の予定 

 
3日（月）ひな祭り会 

4日（火）交通指導・避難訓練 

5日（水）お別れ会 

8日（土）クラス懇談会（0～4歳児） 

13日（木）お誕生会 

19日（水）卒園式 

2月の予定 

素材を集めます 

 
2月も引き続き、身近な材料を利用した製作活動

を多く取り入れる予定です。節分に向けて、紙袋

で鬼のお面を作りました。素材の特徴を上手く活

かして、自分だけの“オリジナルお面”を完成さ

せていました。空き箱や容器、包装紙、ラップの

芯、紐、リボン、余った毛糸などありましたら持

たせてください。よろしくお願い致します。 

２月の園だより

新年お楽しみ会では、こんなお年玉プレゼントをもらいましたよ 

 
新年お楽しみ会では各クラス、リクエストのあったおもちゃをお年玉プレゼントとしてもらいました。お年玉

プレゼントの一部を紹介します。みんなで遊ぼうね！（左から、ジェンガ・ラキュー・アイクリップ・へんがお

ならべ・おはなしづくりカードゲーム・わごむパターンボード・フィンガークレヨン・マリオウノ） 

節分の集いがあります 

 
2/3（月）は節分の集いです。節分の集いに向けて、自分の心の中の鬼について話し合いをしました。「みんな

の心にいる鬼ってどんな鬼？」と問いかけると「泣き虫鬼」「怒りんぼ鬼」「好き嫌い鬼」と色々な鬼の名前が

挙がりました。「鬼が嫌いなものって豆なんだって！」「でも（園に）ないから紙で作ろう」と紙を丸めてたく

さんの豆を用意してくれました。「どれくらいだと痛いかな」「どうやってバリアしよう」と鬼退治の作戦を練

る子どもたち。当日、心の鬼退治ができますように！ 

親子サークルより（登録制） 

 
講師による親子のふれあい講座や、子育てのお悩み相談な

どを行っています。参加者同士の交流もさかんです。 

6 日（木）雪遊び 

13 日（木）ベビースキン講座 

20 日（木）2・3月生まれの誕生会 

法人内の三施設合同で研修を行いました 

 
1/25（土）に富山短期大学教授の嶋野珠生先生をお招きしてワークショップ型の法人内研修を行いました。「不適

切保育とは～子どものけんかと子どもの育ちについて～」のテーマで講演を聞き、グループで意見を出し合いまし

た。共通していた悩みに気づき、新しい視点を持つきっかけになりました。実践に活かしていきたいですね。 


